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窪窪
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題題
、、
翻翻
刻刻
とと
注注
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■
解解
題題 

  

大
窪
詩
仏
（
一
七
六
七
～
一
八
三
七
）
、
名
は
行
、
字
は
天
民
。
近
世
後
期
の
漢

学
者
山
本
北
山
と
市
河
寛
斎
に
そ
れ
ぞ
れ
儒
学
や
漢
詩
文
を
学
ん
で
、
師
の
死
後
、

化
政
・
天
保
期
頃
の
江
戸
詩
壇
に
お
い
て
牛
耳
を
執
る
漢
詩
人
と
な
っ
た
。
地
方

遊
歴
を
好
ん
だ
詩
仏
は
、
文
政
二
年
か
ら
天
保
二
年
ま
で
の
十
二
年
間
、『
西
遊
詩

草
』（
二
巻
二
冊
、
文
政
二
年
刊
）
、『
北
遊
詩
草
』（
二
巻
二
冊
、
同
五
年
刊
）
、『
再

北
遊
詩
草
』
（
二
巻
二
冊
、
同
八
年
刊
）
、
『
二
島
遊
草
』
（
一
巻
一
冊
、
天
保
二
年

刊
）
の
四
つ
の
紀
行
詩
集
を
出
版
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
紀
行
詩
に
関
す
る

研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。 

文
政
年
間
の
三
つ
の
詩
集
が
、
い
ず
れ
も
楷
書
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し

て
、
天
保
年
間
の
『
二
島
遊
草
』
は
草
書
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

富
士
川
英
郎
氏
ら
が
編
纂
し
た
『
紀
行
日
本
漢
詩
』
に
は
、
そ
の
三
つ
の
楷
書
体

の
詩
集
の
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
草
書
体
の
『
二
島
遊
草
』
は
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
本
詩
集
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ

れ
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
、
宮
城
県
図
書
館
本
、
東

京
藝
術
大
学
本
と
慶
應
義
塾
大
学
本
の
五
つ
し
か
確
認
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
草

書
で
書
か
れ
た
伝
本
が
少
な
い
『
二
島
遊
草
』
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
に
翻
刻
す
る
『
二
島
遊
草
』
は
、
詩
仏
が
松
島
と
秋
田
の
雄
鹿
島
を
詠
じ

た
も
の
で
あ
る
。
本
詩
集
は
、「
松
島
遊
草
」
の
十
二
首
と
「
雄
鹿
島
遊
草
」
の
六

首
お
よ
び
、
仙
台
藩
の
画
人
菅
井
梅
関
の
五
葉
の
文
人
画
を
収
録
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の
漢
詩
と
文
人
画
は
す
べ
て
陰
刻
で
あ
る
。
と
く
に
、
本
詩
集
の
漢

詩
の
草
書
は
、
詩
仏
が
み
ず
か
ら
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
二
島
遊
草
』
は
紀

行
詩
集
だ
け
で
は
な
く
、
詩
仏
の
晩
年
の
書
道
作
品
集
で
も
あ
る
。 

 

ま
た
、
本
詩
集
の
出
版
と
潤
筆
料
に
つ
い
て
、
一
つ
だ
け
付
言
す
る
。
本
詩
集

の
挿
絵
を
描
い
た
菅
井
梅
関
は
、
菊
坪
な
る
人
物
に
宛
て
た
書
簡
に
、 

 
 

一
昨
年
十
月
秋
田
ゟ
天
民
老
人
松
島
見
物
ニ
仙
台
へ
参
り
小
生
即
案
内
仕
、

詩
数
首
相
出
、
秋
田
雄
鹿
の
詩
と
小
生
少
々
画
入
ニ
而
『
二
島
遊
草
』
と
申
、

仙
台
ニ
而
上
木
仕
候
。
（
中
略
）
黄
物
は
百
両
か
ら
取
申
候
。
六
人
ニ
而
逗

留
之
諸
雑
用
ヲ
引
、
仙
台
ニ
而
品
物
ヲ
如
許
七
十
両
ほ
と
持
帰
申
候
。
当
地

ニ
而
ハ
近
来
之
当
り
ニ
御
座
候
。 

と
述
べ
て
い
る
（
注
１
）

。
一
昨
年
は
天
保
二
年
。
こ
の
書
簡
を
見
れ
ば
、
詩
仏
ら
は

『
二
島
遊
草
』
の
出
版
で
百
両
の
金
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
百
両
の
金
は

現
在
の
金
額
に
換
算
す
れ
ば
、
一
千
万
円
ほ
ど
に
な
る
（
注
２
）

。
こ
の
よ
う
に
、
文

学
作
品
集
『
二
島
遊
草
』
の
出
版
は
、
詩
仏
の
漢
詩
人
と
し
て
の
生
活
手
段
の
一
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■
翻翻
刻刻
とと
注注
釈釈  

  

見見
返返
しし  

 

天
保
二
年
辛
卯
新
鐫 

天
民
先
生
草
書 

二
島
遊
草 

書
肆 

江
戸 

千
鍾
房 

仙
台 

金
花
堂 

流
輝
軒 

 

序序
文文  

（
１
オ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
ウ
） 

 
 

先
生
松
島
之
遊
勝
詩
、
映
発
如
奇
遇
相
得
者
。
脱
口
肆
意
、
初
無
停
輟
。
前
後

得
詩
、
茲
十
二
章
。
流
離
濡
翰
、
彙
而
成
編
。
観
者
詠
誦
之
不
足
、
将
繡
梓
而
伝

之
。
属
余
以
一
言
。
蓋
其
詩
已
謂
松
島
無
一
詩
。
今
斯
有
此
詩
、
而
亦
無
一
辞
可

以
讚
尚
美
言
焉
乎
。 

 

天
保
辛
卯
仲
冬
三
日 

 
 

南
山
老
人
題 

 
 

 
 

南
山
（
印
） 

 
 

紹
岷
（
印
） 

 

先
生
の
松
島
の
遊
勝
詩
、
映
発
す
る
こ
と
奇
遇
相
ひ
得
る
者
の
如
し
。
口
を
脱

す
れ
ば
意
を

肆
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
初
よ
り
停
輟
す
る
こ
と
無
し
。
前
後
詩
を
得
る
こ
と
、

茲
に
十
二
章
。
流
離
翰
を
濡
ら
し
、
彙
め
て
編
を
成
す
。
観
者
之
を
詠
誦
す
れ
ど

も
足
ら
ず
し
て
、
将
に
繡
梓
し
て
之
を
伝
へ
ん
と
す
。
余
に
属
す
る
に
一
言
を
以

て
す
。
蓋
し
其
の
詩
は
已
に
松
島
を
謂
ふ
に
一
詩
無
し
。
今
斯
に
此
の
詩
有
れ
ば
、

而
す
な
は

ち
亦
た
一
辞
の
以
て
讚
尚
美
言
す
可
き
こ
と
無
か
ら
ん
や
。 

天
保
辛
卯
仲
冬
三
日 

 
 

南
山
老
人
題
す 

 
 

 
 

南
山
（
印
） 

 
 

紹
岷
（
印
） 

【
語
釈
】 

○
遊遊
勝勝
詩詩 

紀
行
詩
の
こ
と
。
○
映映
発発 

詩
歌
や
文
章
が
互
い
に
引
き
立
て
あ
う

こ
と
。
○
奇奇
遇遇 

偶
然
に
出
会
う
こ
と
。
○
脱脱
口口
肆肆
意意 

自
分
の
感
情
を
そ
の
ま

ま
口
走
る
さ
ま
。
○
停停
輟輟 

書
き
終
え
る
こ
と
。
○
十十
二二
章章 

十
二
首
の
こ
と
。

○
流流
離離
濡濡
翰翰  

流
離
は
し
た
た
り
落
ち
る
さ
ま
。
濡
翰
は
墨
を
含
ん
だ
筆
。
陸
機

「
文
賦
」
（
『
文
選
』
所
収
）
に
、
「
始
躑
躅
於
燥
吻
、
終
流
離
於
濡
翰
」
（
始
め
は

燥
吻
に
躑
躅
し
、
終
に
は
濡
翰
に
流
離
す
）
と
あ
る
。
○
繡繡
梓梓 

上
梓
す
る
こ
と
。

つ
で
あ
っ
た
。 

近
世
後
期
の
詩
壇
と
遊
歴
に
つ
い
て
、
揖
斐
高
氏
は
「
文
人
た
ち
の
遊
歴
と
い

う
生
活
形
態
は
、
詩
・
書
・
画
な
ど
の
文
雅
風
流
が
儒
学
か
ら
分
離
し
、
そ
れ
ら

を
生
計
の
手
段
と
す
る
職
業
文
人
が
一
つ
の
階
層
と
し
て
成
立
し
た
十
八
世
紀
後

半
以
後
に
一
般
化
し
始
め
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
３
）

。
詩
仏
の
紀
行
詩
集
と
書

道
作
品
集
と
し
て
の
『
二
島
遊
草
』
は
、
仙
台
四
大
画
家
と
言
わ
れ
た
梅
関
の
文

人
画
を
収
録
し
、
当
時
詩
壇
の
詩
・
書
・
画
と
い
う
文
雅
風
流
を
融
合
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
本
詩
集
は
こ
れ
ま
で
に
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た

詩
仏
の
紀
行
詩
を
研
究
す
る
際
の
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
近
世
後
期
の
詩
壇
に
お

け
る
文
人
の
遊
歴
や
詩
・
書
・
画
の
融
合
な
ど
を
究
明
す
る
た
め
の
有
用
な
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
詩
集
の
陰
刻
の
画
像
を
掲
げ
て
詩

仏
の
書
道
作
品
を
見
な
が
ら
、
翻
字
本
文
の
後
に
漢
詩
の
書
き
下
し
文
・
語
釈
・

大
意
・
補
説
を
付
し
て
詩
仏
の
紀
行
詩
を
考
察
し
た
い
。 

  

■
底底
本本
書書
誌誌  

 

・
所 

蔵 
 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
漢
詩
文
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
中
村
真

一
郎
氏
旧
蔵
）
、
請
求
記
号
：
８
７-

２
２
１
。 

・
巻 

冊 
 

 

一
巻
一
冊
。 

・
書 

型 
 

 

大
本
。
縦
二
七
・
五
糎×

横
一
九
・
一
糎
。 

・
刊 

写 
 

 

刊
。 

・
題 

簽 
 

 

左
上
「
二
島
逰
草
」
、
刷
題
簽
。 

・
見
返
し 

 
 

「
天
保
二
年
辛
卯
新
鐫
／
天
民
先
生
草
書
／
二
島
遊
草
／
書
肆

〈
江
戸
／
僊
臺
〉
・
〈
千
鍾
房
／
金
花
堂
／
流
輝
軒
〉
」
。 

・
序 

文 
 

 

序
末
に
「
天
保
辛
卯
仲
冬
三
日
／
南
山
老
人
題
」
。 

・
内 

題 
 

 

な
し
。 

・
尾 

題 
 

 

な
し
。 

・
柱 

記 
 

 

な
し
。 

・
跋 

文 
 

 

跋
文
一
の
末
に
「
辛
卯
十
一
月
十
七
日
常
陸
逸
士
宮
本
鉉
識
／

仙
臺 

山
岸
玉
振
書
」
。
跋
文
二
の
末
に
「
冬
至
後
三
日
児
謙
書

於
仙
臺
客
舎
」
。
跋
文
三
の
末
に
「
天
保
辛
卯
南
至
後
三
日
秋
田

錦
江
石
井
驥
書
於
仙
臺
逆
旅
」
。 

・
刊 

記 
 

 

「
京
都 

〈
寺
町
通
松
原
／
勝
村
治
右
衛
門
〉
／
大
阪 

〈
心

斎
橋
筋
安
堂
寺
町
／
秋
田
屋
太
右
衛
門
〉
／
江
戸 

〈
日
本
橋

通
壹
町
目
／
須
原
屋
茂
兵
衛
〉
／
同 

〈
同
四
丁
目
／
須
原
屋

佐
助
〉
／
僊
臺 

〈
国
分
町
十
九
軒
／
西
村
治
右
衛
門
〉
」
。 

・
蔵
書
印 

 
 

な
し
。 

  

■
凡凡
例例  

 

一
、
図
版
の
右
側
に
は
丁
数
オ
と
丁
数
ウ
を
付
し
た
。 

一
、
漢
字
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

一
、
不
審
箇
所
に
は
右
脇
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。 
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■
翻翻
刻刻
とと
注注
釈釈  

  

見見
返返
しし  

 

天
保
二
年
辛
卯
新
鐫 

天
民
先
生
草
書 

二
島
遊
草 

書
肆 

江
戸 

千
鍾
房 

仙
台 

金
花
堂 

流
輝
軒 

 

序序
文文  

（
１
オ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
ウ
） 

 
 

先
生
松
島
之
遊
勝
詩
、
映
発
如
奇
遇
相
得
者
。
脱
口
肆
意
、
初
無
停
輟
。
前
後

得
詩
、
茲
十
二
章
。
流
離
濡
翰
、
彙
而
成
編
。
観
者
詠
誦
之
不
足
、
将
繡
梓
而
伝

之
。
属
余
以
一
言
。
蓋
其
詩
已
謂
松
島
無
一
詩
。
今
斯
有
此
詩
、
而
亦
無
一
辞
可

以
讚
尚
美
言
焉
乎
。 

 

天
保
辛
卯
仲
冬
三
日 

 
 

南
山
老
人
題 

 
 

 
 

南
山
（
印
） 

 
 

紹
岷
（
印
） 

 

先
生
の
松
島
の
遊
勝
詩
、
映
発
す
る
こ
と
奇
遇
相
ひ
得
る
者
の
如
し
。
口
を
脱

す
れ
ば
意
を

肆
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
初
よ
り
停
輟
す
る
こ
と
無
し
。
前
後
詩
を
得
る
こ
と
、

茲
に
十
二
章
。
流
離
翰
を
濡
ら
し
、
彙
め
て
編
を
成
す
。
観
者
之
を
詠
誦
す
れ
ど

も
足
ら
ず
し
て
、
将
に
繡
梓
し
て
之
を
伝
へ
ん
と
す
。
余
に
属
す
る
に
一
言
を
以

て
す
。
蓋
し
其
の
詩
は
已
に
松
島
を
謂
ふ
に
一
詩
無
し
。
今
斯
に
此
の
詩
有
れ
ば
、

而
す
な
は

ち
亦
た
一
辞
の
以
て
讚
尚
美
言
す
可
き
こ
と
無
か
ら
ん
や
。 

天
保
辛
卯
仲
冬
三
日 

 
 

南
山
老
人
題
す 

 
 

 
 

南
山
（
印
） 

 
 

紹
岷
（
印
） 

【
語
釈
】 

○
遊遊
勝勝
詩詩 

紀
行
詩
の
こ
と
。
○
映映
発発 

詩
歌
や
文
章
が
互
い
に
引
き
立
て
あ
う

こ
と
。
○
奇奇
遇遇 

偶
然
に
出
会
う
こ
と
。
○
脱脱
口口
肆肆
意意 

自
分
の
感
情
を
そ
の
ま

ま
口
走
る
さ
ま
。
○
停停
輟輟 

書
き
終
え
る
こ
と
。
○
十十
二二
章章 

十
二
首
の
こ
と
。

○
流流
離離
濡濡
翰翰  

流
離
は
し
た
た
り
落
ち
る
さ
ま
。
濡
翰
は
墨
を
含
ん
だ
筆
。
陸
機

「
文
賦
」
（
『
文
選
』
所
収
）
に
、
「
始
躑
躅
於
燥
吻
、
終
流
離
於
濡
翰
」
（
始
め
は

燥
吻
に
躑
躅
し
、
終
に
は
濡
翰
に
流
離
す
）
と
あ
る
。
○
繡繡
梓梓 

上
梓
す
る
こ
と
。
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在
途
猶
未
見
新
人 

 

途
に
在
る
も
猶
ほ
未
だ
新
人
を
見
ず 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
津
・
身
・
人
（
上
平
声
十
一
真
）
。 

【
語
釈
】 

○
途途
中中 

松
島
に
行
く
途
中
。『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）

所
収
。
詩
題
は
「
赴
松
島
途
中
作
」
。
○
伊伊
軋軋
籃籃
輿輿 

伊
軋
は
移
動
中
の
駕
籠
の
音
。

籃
輿
は
竹
で
編
ま
れ
た
粗
末
な
駕
籠
。
○
海海
津津 

海
岸
の
こ
と
。
○
万万
般般
詩詩
思思  

さ

ま
ざ
ま
な
詩
興
。
○
新新
郎郎 

結
婚
し
た
ば
か
り
の
男
性
。
○
親親
迎迎 

新
郎
が
自
ら

新
婦
の
家
に
出
か
け
て
迎
え
る
こ
と
。
○
在在
途途 

海
岸
へ
行
く
途
中
。
○
新新
人人 

新

た
に
結
婚
し
た
人
。
多
く
、
新
婦
を
い
う
。 

【
大
意
】 

が
ら
が
ら
と
音
を
立
て
る
駕
籠
に
乗
っ
て
、
松
島
の
海
岸
に
向
か
っ
て
行
く
と
、

頭
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
詩
興
が
湧
い
て
、
乱
れ
て
か
ら
だ
に
纏
わ
り
つ
く
。
そ

の
時
は
、
ま
る
で
新
郎
が
花
嫁
を
迎
え
に
行
く
日
の
よ
う
だ
。
と
は
い
え
、
海
岸

に
行
く
途
中
で
、
花
嫁
の
姿
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

【
補
説
】 

市
河
寛
斎
編
『
三
家
妙
絶
』（
三
巻
一
冊
、
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
刊
）
に
収

録
さ
れ
た
范
石
湖
の
七
言
絶
句
「
高
景
山
夜
帰
」
に
、「
伊
軋
籃
輿

、
、
、
、
草
露
間
、
夜
涼

月
暗
走
孱
顔
。
忽
逢
陂
水
明
如
鏡
、
照
見
沈
沈
倒
景
山
」（
伊
軋
た
る
籃
輿 

草
露

の
間
、
夜
涼
し
く
月
暗
く
し
て
孱
顔
に
走
る
。
忽
ち
陂
水
の
明
ら
か
な
る
こ
と
鏡

の
如
き
に
逢
ふ
、
沈
沈
た
る
倒
景
の
山
を
照
見
す
）
と
あ
る
。
本
詩
の
起
句
は
范

石
湖
の
詩
を
踏
ま
え
つ
つ
、
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
本
詩
で
は
、
詩
仏
自
身
と
松
島
が
そ
れ
ぞ
れ
新
郎
と
新
婦
に
譬
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
詩
の
後
半
で
は
、
詩
仏
の
松
島
の
風
景
を
見
た
い
と

願
う
気
持
ち
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

●
第第
二二
首首 

 
 

（
３
オ
） 

 
 
 

 
 

 
 

（
３
ウ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

壺
碑 

 
 

 
 

 
 

壺
碑 

多
賀
城
荒
余
故
墟 

 

多
賀
城
荒
れ
て 

故
墟
を
余
す 

千
年
遺
跡
一
碑
孤 

 

千
年
の
遺
跡 

一
碑
孤
な
り 

東
西
不
用
記
程
路 

 

東
西
用
ひ
ず 

程
路
を
記
す
る
を 

今
日
蝦
夷
入
板
図 

 

今
日 

蝦
夷 

板
図
に
入
る 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
墟
・
孤
・
図
（
上
平
声
六
魚
・
上
平
声
七
虞
、
通
韻
）
。 

【
語
釈
】 

○
壺壺
碑碑 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
詩
題
は
本

詩
と
同
じ
「
壺
碑
」
。
○
多多
賀賀
城城 

宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
・
浮
島
に
あ
っ
た
古
代

の
城
柵
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
多
賀
城
の
初
見
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
。

○
故故
墟墟 

建
物
・
市
街
な
ど
の
荒
れ
は
て
た
跡
。
○
千千
年年
遺遺
跡跡 

多
賀
城
の
廃
墟
。

○
一一
碑碑 

多
賀
城
碑
。
宮
城
県
多
賀
城
市
大
字
市
川
に
あ
る
石
碑
。
日
本
三
古
碑

の
一
つ
。
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
建
立
。
壺
碑
と
も
い
う
。
現
在
、
国
の

重
要
文
化
財
。
○
東東
西西 

多
賀
城
の
東
と
西
。
○
程程
路路 

路
程
。
道
程
。
○
蝦蝦
夷夷 

古
代
東
北
に
住
ん
で
、
中
央
と
異
な
る
生
活
・
文
化
様
式
を
持
っ
た
中
央
政
府
に

服
さ
な
か
っ
た
集
団
。
平
安
期
以
前
、
「
え
み
し
」
「
え
び
す
」
と
称
さ
れ
た
。
八

世
紀
中
頃
以
後
、
多
賀
城
を
拠
点
に
蝦
夷
征
伐
が
た
び
た
び
行
わ
れ
る
。
○
板板
図図 

版
図
。
領
土
の
範
囲
。 

○
松松
島島
無無
一一
詩詩 

松
島
に
つ
い
て
は
一
つ
の
詩
も
な
い
。
『
二
島
遊
草
』
第
十
首

の
七
言
絶
句
の
結
句
に
、
「
松
島
古
来
無
一
詩
」
（
松
島 

古
来
一
詩
無
し
）
と

あ
る
。
○
天天
保保
辛辛
卯卯
仲仲
冬冬
三三
日日 

天
保
二
年
十
一
月
三
日
。
○
南南
山山
老老
人人 

釈
南

山
。
俗
姓
は
笹
野
、
号
は
南
山
、
法
諱
は
紹
岷
。
仙
台
瑞
鳳
寺
第
十
四
世
住
職
。

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
生
、
天
保
十
年
十
一
月
八
日
没
。
八
十
四
歳
。
大
窪
詩

仏
と
と
も
に
江
戸
時
代
の
三
十
六
の
漢
詩
人
と
称
さ
れ
た
。 

【
大
意
】 

 

詩
仏
の
松
島
紀
行
詩
は
、
そ
の
表
現
が
引
き
立
て
あ
う
こ
と
、
偶
然
出
会
っ
た

風
景
か
ら
感
得
し
た
も
の
で
、
口
を
通
し
て
思
い
の
ま
ま
に
詠
ん
だ
。
詩
を
詠
み

始
め
て
か
ら
止
ま
る
こ
と
な
く
、
前
後
に
詩
を
作
っ
て
、
十
二
首
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
濡
れ
た
筆
か
ら
流
れ
出
す
よ
う
に
書
き
記
さ
れ
る
紀
行
詩
を
あ
つ
め
て
、

詩
集
の
一
編
と
し
た
。
詩
仏
の
作
品
を
読
ん
だ
人
は
彼
の
作
品
を
口
ず
さ
ん
で
い

る
が
、
十
分
に
は
世
に
伝
わ
り
き
っ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
彼
の
詩
集
を
上
梓
し

て
世
間
に
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
私
に
序
言
を
依
頼
し
て
き
た
。

詩
仏
の
詩
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
松
島
を
詠
じ
る
詩
は
一
つ
も
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
た
。
い
ま
詩
仏
の
松
島
詩
が
あ
り
、
一
言
を
も
っ
て
『
二
島
遊
草
』
の
詩

を
称
賛
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

【
補
説
】 

 

現
在
、
確
認
さ
れ
る
五
つ
の
伝
本
は
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
の
中
で

も
慶
應
義
塾
大
学
本
だ
け
は
、
本
稿
の
底
本
で
あ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
本
な
ど

の
刊
本
と
は
や
や
異
な
り
、
序
文
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
目
の
序
文
は
本
稿
の

底
本
の
序
文
と
同
じ
で
あ
る
が
、
二
つ
目
の
序
文
の
末
に
「
辛
卯
皐
月 

平
泉
大

槻
準
題
／
男
格
書
」
と
あ
る
。
こ
の
序
文
の
撰
者
は
大
槻
平
泉
、
書
写
者
は
平
泉

の
長
男
大
槻
習
斎
（
名
は
清
格
）
。
ま
た
、
序
文
の
年
次
「
辛
卯
皐
月
」
は
天
保
二

年
五
月
。
た
だ
し
、
天
保
二
年
五
月
十
三
日
菊
塢
宛
大
窪
詩
仏
書
簡
（
注
４
）

に
、 

 
 

愈
御
安
全
珍
重
奉

在
（
マ
マ
）

候
。
私
も
秋
田
迄
立
帰
り
て
下
向
仕
候
。
明
後
十
五

日
出
立
仕
候
。
扨
右
に
付
御
願
申
上
候
は
、
竹
碑
並
に
石
灯
籠
引
取
候
様
先

よ
り
申
被
遣
候
。
（
後
略
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
天
保
二
年
五
月
に
詩
仏
は
秋
田
に
い
た
。
そ
の
後
、
秋
田
を
発

っ
て
松
島
に
行
っ
て
松
島
詩
を
作
っ
た
の
は
、
天
保
二
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
（
注
５
）
。
し
た
が
っ
て
、
天
保
二
年
五
月
に
大
槻
平
泉
が
『
二
島
遊
草
』
に
収
録

さ
れ
た
「
松
島
遊
草
」
十
二
首
の
詩
を
読
ん
だ
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
や
国
立
国
会
図
書
館
本
お
よ
び
東
京
藝
術
大

学
本
な
ど
は
、
平
泉
の
序
文
を
収
録
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

本本
文文  

●
第第
一一
首首 

（
２
オ
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
２
ウ
）  

 
 

松
島
遊
草 

途
中 

 
 

 
 

 
 

途
中 

伊
軋
籃
輿
向
海
津 

 

伊い

軋あ
つ

た
る
籃
輿 

海
津
に
向
か
ふ 

万
般
詩
思
乱
纏
身 

 

万
般
の
詩
思 

乱
れ
て
身
に
纏
は
る 

恰
似
新
郎
親
迎
日 

 

恰
も
新
郎 

親
迎
の
日
に
似
た
り 
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在
途
猶
未
見
新
人 

 

途
に
在
る
も
猶
ほ
未
だ
新
人
を
見
ず 

 
◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
津
・
身
・
人
（
上
平
声
十
一
真
）
。 

【
語
釈
】 

○
途途
中中 

松
島
に
行
く
途
中
。『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）

所
収
。
詩
題
は
「
赴
松
島
途
中
作
」
。
○
伊伊
軋軋
籃籃
輿輿 

伊
軋
は
移
動
中
の
駕
籠
の
音
。

籃
輿
は
竹
で
編
ま
れ
た
粗
末
な
駕
籠
。
○
海海
津津 

海
岸
の
こ
と
。
○
万万
般般
詩詩
思思  

さ

ま
ざ
ま
な
詩
興
。
○
新新
郎郎 
結
婚
し
た
ば
か
り
の
男
性
。
○
親親
迎迎 

新
郎
が
自
ら

新
婦
の
家
に
出
か
け
て
迎
え
る
こ
と
。
○
在在
途途 

海
岸
へ
行
く
途
中
。
○
新新
人人 

新

た
に
結
婚
し
た
人
。
多
く
、
新
婦
を
い
う
。 

【
大
意
】 

が
ら
が
ら
と
音
を
立
て
る
駕
籠
に
乗
っ
て
、
松
島
の
海
岸
に
向
か
っ
て
行
く
と
、

頭
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
詩
興
が
湧
い
て
、
乱
れ
て
か
ら
だ
に
纏
わ
り
つ
く
。
そ

の
時
は
、
ま
る
で
新
郎
が
花
嫁
を
迎
え
に
行
く
日
の
よ
う
だ
。
と
は
い
え
、
海
岸

に
行
く
途
中
で
、
花
嫁
の
姿
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

【
補
説
】 

市
河
寛
斎
編
『
三
家
妙
絶
』（
三
巻
一
冊
、
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
刊
）
に
収

録
さ
れ
た
范
石
湖
の
七
言
絶
句
「
高
景
山
夜
帰
」
に
、「
伊
軋
籃
輿

、
、
、
、
草
露
間
、
夜
涼

月
暗
走
孱
顔
。
忽
逢
陂
水
明
如
鏡
、
照
見
沈
沈
倒
景
山
」（
伊
軋
た
る
籃
輿 
草
露

の
間
、
夜
涼
し
く
月
暗
く
し
て
孱
顔
に
走
る
。
忽
ち
陂
水
の
明
ら
か
な
る
こ
と
鏡

の
如
き
に
逢
ふ
、
沈
沈
た
る
倒
景
の
山
を
照
見
す
）
と
あ
る
。
本
詩
の
起
句
は
范

石
湖
の
詩
を
踏
ま
え
つ
つ
、
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
本
詩
で
は
、
詩
仏
自
身
と
松
島
が
そ
れ
ぞ
れ
新
郎
と
新
婦
に
譬
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
詩
の
後
半
で
は
、
詩
仏
の
松
島
の
風
景
を
見
た
い
と

願
う
気
持
ち
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

●
第第
二二
首首 

 
 

（
３
オ
） 

 
 
 

 
 

 
 

（
３
ウ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

壺
碑 

 
 

 
 

 
 

壺
碑 

多
賀
城
荒
余
故
墟 

 

多
賀
城
荒
れ
て 

故
墟
を
余
す 

千
年
遺
跡
一
碑
孤 

 

千
年
の
遺
跡 

一
碑
孤
な
り 

東
西
不
用
記
程
路 

 

東
西
用
ひ
ず 

程
路
を
記
す
る
を 

今
日
蝦
夷
入
板
図 

 

今
日 

蝦
夷 

板
図
に
入
る 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
墟
・
孤
・
図
（
上
平
声
六
魚
・
上
平
声
七
虞
、
通
韻
）
。 

【
語
釈
】 

○
壺壺
碑碑 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
詩
題
は
本

詩
と
同
じ
「
壺
碑
」
。
○
多多
賀賀
城城 

宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
・
浮
島
に
あ
っ
た
古
代

の
城
柵
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
多
賀
城
の
初
見
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
。

○
故故
墟墟 

建
物
・
市
街
な
ど
の
荒
れ
は
て
た
跡
。
○
千千
年年
遺遺
跡跡 

多
賀
城
の
廃
墟
。

○
一一
碑碑 

多
賀
城
碑
。
宮
城
県
多
賀
城
市
大
字
市
川
に
あ
る
石
碑
。
日
本
三
古
碑

の
一
つ
。
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
建
立
。
壺
碑
と
も
い
う
。
現
在
、
国
の

重
要
文
化
財
。
○
東東
西西 

多
賀
城
の
東
と
西
。
○
程程
路路 

路
程
。
道
程
。
○
蝦蝦
夷夷 

古
代
東
北
に
住
ん
で
、
中
央
と
異
な
る
生
活
・
文
化
様
式
を
持
っ
た
中
央
政
府
に

服
さ
な
か
っ
た
集
団
。
平
安
期
以
前
、
「
え
み
し
」
「
え
び
す
」
と
称
さ
れ
た
。
八

世
紀
中
頃
以
後
、
多
賀
城
を
拠
点
に
蝦
夷
征
伐
が
た
び
た
び
行
わ
れ
る
。
○
板板
図図 

版
図
。
領
土
の
範
囲
。 
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一
一
生
雲
色
逼
幃 

 

一
々
雲
を
生
じ 

色
は
幃
に
逼
る 

総
訝
蓬
莱
、
、
堪
写
贈 

 

総
べ
て
訝
る 

蓬
莱
を
写
し
贈
る
に
堪
ふ
る
こ
と
を 

不
知
瀛
海
是
盆
池 

 

知
ら
ず 

瀛
海
是
れ
盆
池
た
る
を 

 

こ
の
詩
は
松
島
図
を
見
て
作
ら
れ
た
題
画
詩
で
あ
り
、
詩
仏
の
松
島
詩
と
同
じ

く
「
蓬
莱
」
の
詩
語
を
用
い
た
が
、
現
地
で
松
島
を
詠
じ
る
詩
仏
の
詩
と
は
質
が

異
な
る
だ
ろ
う
。
詩
仏
の
詩
の
前
半
は
、
塩
竈
港
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
詠
じ
た
写

実
的
な
も
の
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
徂
徠
の
詩
に
詠
ま
れ
た
松
島
の
風
景
は
、

あ
く
ま
で
も
松
島
図
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

●
第第
四四
首首  

（
４
ウ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 
 

 
 

（
５
オ
） 

 
 

同
上 

 
 
 

 
 
 

上
に
同
じ 

偶
出
島
晴
亦
一
奇 

 

偶
た
ま
出
て
島
晴
る
る
も
亦
た
一
奇
な
り 

艤
舟
待
暁
海
之
涯 

 

舟
を
艤よ

そ

ひ
て
暁
を
待
つ 

海
の
涯 

西
村
漁
者
為
先
導 

 

西
村
の
漁
者 

先
導
と
為
す 

更
伴
梅
関
老
画
師 

 

更
に
伴
ふ 

梅
関
の
老
画
師 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
奇
・
涯
・
師
（
上
平
声
四
支
）
。 

【
語
釈
】 

○
同同
上上 

第
三
首
の
詩
と
同
じ
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年

刊
）
所
収
。
○
偶偶
出出 

偶
に
出
か
け
る
こ
と
。『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
五
に
「
出

遇
」
と
あ
る
。
○
島島
晴晴 

島
が
晴
れ
る
こ
と
。『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
五
に
「
新

晴
」
と
あ
る
。
○
艤艤
舟舟 

船
出
の
用
意
を
す
る
こ
と
。
○
海海
之之
涯涯 
海
の
き
わ
み
。

天
涯
海
角
の
四
字
熟
語
が
あ
る
。
○
漁漁
者者 

漁
師
。
漁
業
に
従
事
す
る
人
。
○
先先

導導 

先
に
立
っ
て
導
く
こ
と
。
案
内
人
。
○
梅梅
関関 

菅
井
梅
関
の
号
。
江
戸
後
期

の
文
人
画
家
。
名
は
岳
・
智
義
、
字
は
岳
輔
・
正
卿
。
は
じ
め
東
斎
と
号
し
、
の

ち
梅
関
に
改
め
た
。
菊
田
伊
洲
・
東
東
洋
・
小
池
曲
江
と
と
も
に
仙
台
四
大
画
家
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
月
二
十
七
日
生
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
一
月

十
一
日
没
。
六
十
一
歳
。『
二
島
遊
草
』
に
は
、
梅
関
が
画
い
た
「
松
島
扇
渓
」「
松

島
坐
禅
窟
」
「
雄
鹿
島
貂
岬
」
の
挿
絵
が
見
え
る
。 

【
大
意
】 

た
ま
に
出
か
け
て
島
の
天
気
が
晴
れ
る
の
は
、
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
舟
を
用

意
し
、
海
の
果
て
へ
行
く
暁
を
待
つ
。
西
村
の
漁
師
を
案
内
人
と
し
て
、
更
に
老

画
師
の
梅
関
を
連
れ
立
っ
て
行
く
。 

【
補
説
】 

菅
井
梅
関
の
松
島
図
に
つ
い
て
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
佐
々
木
中
沢
は
『
迎
春

館
遺
稿
』
の
漢
文
「
梅
関
山
人
行
実
」
に
、 

松
島
図
作
者
数
十
人
。
佐
洞
巌
贈
物
徂
徠
者
尤
著
、
而
不
免
所
謂
匠
気
。
谷

文
晁
較
得
其
彷
彿
、
山
人
未
当
意
也
。
嘗
寓
富
山
三
旬
、
製
一
図
。
巧
思
奇

構
、
尽
摹
其
繡
峙
綺
錯
之
妙
。
吾
友
舟
万
年
熟
松
島
景
物
、
称
前
無
人
、
著

松
島
志
数
巻
、
以
山
人
所
作
為
第
一
。〈
中
略
〉
甲
辰
夏
四
月
、
佐
々
木
知
芳

草
於
秋
保
温
泉
之
客
舎
。 

 
 

（
松
島
図
を
作
る
は
数
十
人
な
り
。
佐
洞
巌
の
物
徂
徠
に
贈
る
は
尤
も
著
し

く
し
て
、
所
謂
匠
気
を
免
れ
ず
。
谷
文
晁
、
較ほ

ぼ
其
の
彷
彿
た
る
を
得
、
山

【
大
意
】 

多
賀
城
は
荒
れ
は
て
て
、
昔
の
城
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
千
年
前
の
遺
跡
に
石

碑
が
ひ
と
つ
そ
び
え
る
。
も
は
や
多
賀
城
の
東
西
の
道
を
覚
え
る
必
要
は
な
い
。

か
つ
て
の
蝦
夷
は
現
在
地
図
に
載
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。 

【
補
説
】 

 

本
詩
は
紀
行
詩
で
あ
り
、
詠
史
詩
で
も
あ
る
。
詠
史
詩
と
は
、
中
国
前
漢
に
成

立
し
た
詩
体
と
し
て
、
過
去
の
歴
史
上
の
人
物
や
物
事
を
詠
み
、
自
分
の
感
慨
を

託
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
詩
で
は
、
詩
仏
は
荒
れ
は
て
た
多
賀
城
で
千
年
の
歴
史

を
も
つ
壺
碑
を
詠
じ
て
、
国
の
領
域
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
交
通
の
利

便
性
を
賛
美
し
て
い
た
。 

 

●
第第
三三
首首  

（
３
ウ
３
行
目
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（
４
オ
） 

 
 

 
 
 
 

（
４
ウ
１
行
目
） 

 

塩
竈 
 

 
 

 
 
 

塩
竈 

一
点
無
雲
夕
照
明 

 

一
点
雲
無
く 

夕
照
明
ら
か
な
り 

港
頭
潮
漲
水与

無橋

声平 
 

港
頭
潮
漲
り
て 

水
に
声
無
し 

欲
探
東
海
神
仙
窟 

 

東
海
の
神
仙
窟
を
探
ら
ん
と
欲
し 

来
宿
蓬
莱
第
一
程 

 

来
た
り
て
宿
す 

蓬
莱
の
第
一
程 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
明
・
声
・
程
（
下
平
声
八
庚
）
。 

【
語
釈
】 

○
塩塩
竈竈 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
詩
題
は
「
宿

塩
竈
」
。
塩
竈
は
現
塩
竈
市
お
よ
び
東
方
に
開
け
る
塩
竈
湾
一
帯
。
地
名
は
奥
州
一

宮
塩
竈
神
社
に
由
来
す
る
。
江
戸
後
期
、
松
島
湾
口
の
寒
風
沢
島
が
外
航
船
の
仲

継
港
と
し
て
繁
栄
し
た
。
○
夕夕
照照 

夕
陽
の
光
。
○
港港
頭頭 

塩
竈
港
の
出
入
り
口

の
あ
た
り
。
○
水水
無無
声声 

海
水
の
音
が
し
な
い
穏
や
か
な
海
面
の
さ
ま
を
い
う
。

「
与
橋
平
」
は
候
補
案
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
で
は
「
水
無
声
」
を
「
与
橋
平
」

に
改
め
て
い
る
。
○
東東
海海 

東
方
の
海
。
そ
も
そ
も
東
中
国
海
を
意
味
す
る
が
、

こ
こ
で
塩
竈
の
あ
た
り
の
海
を
指
す
。
○
神神
仙仙
窟窟 

仙
人
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

伝
説
上
の
場
所
。
○
蓬蓬
莱莱 

古
代
東
中
国
海
に
あ
る
仙
境
の
一
つ
。
神
仙
思
想
で

説
か
れ
る
も
の
。
本
詩
で
は
、
塩
竈
の
喩
え
。
○
第第
一一
程程 

最
初
の
道
程
。 

【
大
意
】 

雲
一
つ
な
い
空
に
、
夕
日
が
照
り
付
け
て
い
る
。
塩
竈
港
の
潮
位
が
上
が
っ
て

き
た
が
、
水
の
音
は
し
な
い
。
東
海
の
神
仙
窟
を
探
そ
う
と
し
て
、
最
初
の
道
程

た
る
塩
竈
に
宿
る
。 

【
補
説
】 

松
島
を
詠
ん
だ
と
き
に
「
蓬
莱
」
の
語
を
使
う
例
は
、
徂
徠
の
松
島
詩
（
『
徂
徠

集
』
巻
六
所
収
）
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

右
謝
自
製
松
島
図 

 

右
に
自
製
の
松
島
図
を
謝
す 

七
十
二
嶼
吮
毫
遅 

 

七
十
二
嶼 

毫
を
吮す

ふ
こ
と
遅
し 
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一
一
生
雲
色
逼
幃 

 

一
々
雲
を
生
じ 

色
は
幃
に
逼
る 

総
訝
蓬
莱
、
、
堪
写
贈 

 

総
べ
て
訝
る 

蓬
莱
を
写
し
贈
る
に
堪
ふ
る
こ
と
を 

不
知
瀛
海
是
盆
池 

 

知
ら
ず 

瀛
海
是
れ
盆
池
た
る
を 

 

こ
の
詩
は
松
島
図
を
見
て
作
ら
れ
た
題
画
詩
で
あ
り
、
詩
仏
の
松
島
詩
と
同
じ

く
「
蓬
莱
」
の
詩
語
を
用
い
た
が
、
現
地
で
松
島
を
詠
じ
る
詩
仏
の
詩
と
は
質
が

異
な
る
だ
ろ
う
。
詩
仏
の
詩
の
前
半
は
、
塩
竈
港
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
詠
じ
た
写

実
的
な
も
の
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
徂
徠
の
詩
に
詠
ま
れ
た
松
島
の
風
景
は
、

あ
く
ま
で
も
松
島
図
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

●
第第
四四
首首  

（
４
ウ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 
 

 
 

（
５
オ
） 

 
 

同
上 

 
 
 

 
 
 

上
に
同
じ 

偶
出
島
晴
亦
一
奇 

 

偶
た
ま
出
て
島
晴
る
る
も
亦
た
一
奇
な
り 

艤
舟
待
暁
海
之
涯 

 

舟
を
艤よ

そ

ひ
て
暁
を
待
つ 

海
の
涯 

西
村
漁
者
為
先
導 
 

西
村
の
漁
者 

先
導
と
為
す 

更
伴
梅
関
老
画
師 

 

更
に
伴
ふ 

梅
関
の
老
画
師 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
奇
・
涯
・
師
（
上
平
声
四
支
）
。 

【
語
釈
】 

○
同同
上上 

第
三
首
の
詩
と
同
じ
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年

刊
）
所
収
。
○
偶偶
出出 

偶
に
出
か
け
る
こ
と
。『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
五
に
「
出

遇
」
と
あ
る
。
○
島島
晴晴 

島
が
晴
れ
る
こ
と
。『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
五
に
「
新

晴
」
と
あ
る
。
○
艤艤
舟舟 

船
出
の
用
意
を
す
る
こ
と
。
○
海海
之之
涯涯 

海
の
き
わ
み
。

天
涯
海
角
の
四
字
熟
語
が
あ
る
。
○
漁漁
者者 

漁
師
。
漁
業
に
従
事
す
る
人
。
○
先先

導導 

先
に
立
っ
て
導
く
こ
と
。
案
内
人
。
○
梅梅
関関 

菅
井
梅
関
の
号
。
江
戸
後
期

の
文
人
画
家
。
名
は
岳
・
智
義
、
字
は
岳
輔
・
正
卿
。
は
じ
め
東
斎
と
号
し
、
の

ち
梅
関
に
改
め
た
。
菊
田
伊
洲
・
東
東
洋
・
小
池
曲
江
と
と
も
に
仙
台
四
大
画
家
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
月
二
十
七
日
生
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
一
月

十
一
日
没
。
六
十
一
歳
。『
二
島
遊
草
』
に
は
、
梅
関
が
画
い
た
「
松
島
扇
渓
」「
松

島
坐
禅
窟
」
「
雄
鹿
島
貂
岬
」
の
挿
絵
が
見
え
る
。 

【
大
意
】 

た
ま
に
出
か
け
て
島
の
天
気
が
晴
れ
る
の
は
、
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
舟
を
用

意
し
、
海
の
果
て
へ
行
く
暁
を
待
つ
。
西
村
の
漁
師
を
案
内
人
と
し
て
、
更
に
老

画
師
の
梅
関
を
連
れ
立
っ
て
行
く
。 

【
補
説
】 

菅
井
梅
関
の
松
島
図
に
つ
い
て
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
佐
々
木
中
沢
は
『
迎
春

館
遺
稿
』
の
漢
文
「
梅
関
山
人
行
実
」
に
、 

松
島
図
作
者
数
十
人
。
佐
洞
巌
贈
物
徂
徠
者
尤
著
、
而
不
免
所
謂
匠
気
。
谷

文
晁
較
得
其
彷
彿
、
山
人
未
当
意
也
。
嘗
寓
富
山
三
旬
、
製
一
図
。
巧
思
奇

構
、
尽
摹
其
繡
峙
綺
錯
之
妙
。
吾
友
舟
万
年
熟
松
島
景
物
、
称
前
無
人
、
著

松
島
志
数
巻
、
以
山
人
所
作
為
第
一
。〈
中
略
〉
甲
辰
夏
四
月
、
佐
々
木
知
芳

草
於
秋
保
温
泉
之
客
舎
。 

 
 

（
松
島
図
を
作
る
は
数
十
人
な
り
。
佐
洞
巌
の
物
徂
徠
に
贈
る
は
尤
も
著
し

く
し
て
、
所
謂
匠
気
を
免
れ
ず
。
谷
文
晁
、
較ほ

ぼ
其
の
彷
彿
た
る
を
得
、
山
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じ
意
味
。
竜
が
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
虎
が
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
、
あ
る
場
所
を
根
拠

地
と
し
て
威
勢
を
振
る
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
熟
語
を
も
っ
て
、
石
の
様
子

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。 

【
大
意
】 

 

松
島
の
風
景
は
な
ん
と
珍
し
い
こ
と
か
。「
怪
奇
」
以
外
の
語
を
も
っ
て
松
島
を

称
賛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
松
島
の
松
は
、
鳳
凰
が
飛
翔
し
て
鸞
が
舞
う
よ
う

な
か
た
ち
を
し
て
お
り
、
松
島
の
石
は
竜
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
虎
が
う
ず
く
ま
る

よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
。 

【
補
説
】 

本
詩
の
前
半
は
、「
怪
奇
」
の
語
を
繰
り
返
し
て
使
用
し
て
い
る
。
文
化
五
年
に

大
窪
詩
仏
ら
が
訓
点
を
施
し
た
『
楊
誠
斎
詩
鈔
』
に
、「
二
者
相
遭
兎
甌
面
、
怪
怪
、
、

奇
奇
、
、
真
善
幻
」（
二
者
相
ひ
遭
ふ 

兎
甌
の
面
、
怪
怪
奇
奇 

真
に
善
く
幻
し
）
と

あ
る
。
中
国
南
宋
の
大
詩
人
楊
誠
斎
の
詩
に
使
わ
れ
た
「
怪
怪
奇
奇
」
の
語
は
、

本
詩
の
表
現
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
詩
仏
と
楊
誠
斎
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

詩
仏
の
養
子
謙
は
『
二
島
遊
草
』
の
跋
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

家
君
常
謂
、
「
凡
遇
難
遇
之
景
、
言
難
言
之
景
、
非
倣
誠
斎
体

、
、
、
不
能
尽
為
」
。

〈
中
略
〉
松
島
之
景
、
予
所
欲
言
、
家
君
已
尽
之
。
或
疑
其
詩
之
奇
険
、
蓋

不
知
詩
者
也
。
（
傍
点
筆
者
） 

（
家
君
常
に
謂
く
、「
凡
そ
遇
ひ
が
た
き
の
景
に
遇
ひ
、
言
ひ
が
た
き
の
景
を

言
は
ば
、
誠
斎
体

、
、
、
に
倣
ふ
に
非
ざ
れ
ば
尽
し
為
す
こ
と
能
は
ず
」
と
。〈
中
略
〉

松
島
の
景
、
予
言
は
ん
と
欲
す
る
所
、
家
君
已
に
之
を
尽
く
す
。
或
は
其
の

詩
の
奇
険
を
疑
ふ
は
、
蓋
し
詩
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
） 

こ
こ
で
い
う
「
誠
斎
体
」
は
楊
誠
斎
の
詩
風
を
指
す
。
詩
仏
は
、
珍
し
い
か
つ

言
葉
で
描
き
に
く
い
風
景
を
見
る
な
ら
ば
、「
誠
斎
体
」
に
倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
詩
の
「
怪
奇
」
の
表
現
は
、
楊
誠
斎
か
ら
学

ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

●
第第
六六
首首 

 
 

 
 

（
６
オ
３
行
目
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
６
ウ
） 

 
 

（
７
オ
１
行
目
） 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

二 

人
云
八
百
八
松
島 

 

人
云
ふ 

八
百
八
の
松
島
あ
り
と 

棋
布
星
羅
金
碧
堆 

 

棋
布
星
羅 

金
碧
の
堆 

不
是
神
鼇
戴
山
去 

 

是
れ 

神
鼇
の
山
を
戴
い
て
去
る
に
あ
ら
ず 

雲
虚
蜃
気
吐
楼
来 

 

雲
虚
蜃
気 

楼
を
吐
い
て
来
た
る 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
堆
・
来
（
上
平
声
十
灰
、
踏
落
し
）
。 

【
語
釈
】 

○
二二 

第
五
首
の
詩
の
其
の
二
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年

刊
）
未
収
録
。
○
八八
百百
八八
松松
島島 

宮
城
県
北
東
部
の
松
島
湾
内
外
に
あ
る
約
二
百

六
十
の
島
の
こ
と
。
八
百
八
は
物
の
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
語
。
○
棋棋
布布
星星
羅羅 

四

字
熟
語
「
星
羅
棋
布
」
と
同
じ
意
味
。
多
く
の
も
の
が
並
ん
だ
り
、
散
ら
ば
っ
た

り
し
て
い
る
さ
ま
。
棋
布
は
碁
石
の
よ
う
に
並
ぶ
こ
と
。
星
羅
は
星
の
よ
う
に
連

な
る
こ
と
。
○
金金
碧碧
堆堆 

金
色
と
青
緑
色
の
島
が
集
ま
る
こ
と
。
○
神神
鼇鼇 

霊
亀
。

人
、
未
だ
意
に
当
ら
ざ
る
な
り
。
嘗
て
富
山
に
寓
る
こ
と
三
旬
、
一
図
を
製

す
。
巧
思
奇
構
、
其
の
繡
峙
綺
錯
の
妙
を
摹
し
尽
く
す
。
吾
が
友
舟
万
年
、

松
島
の
景
物
に
熟
し
、
前
に
人
無
し
と
称
し
て
、『
松
島
志
』
数
巻
を
著
し
て
、

山
人
の
作
る
所
を
以
て
第
一
と
為
す
。〈
中
略
〉
甲
辰
夏
四
月
、
佐
々
木
知
芳
、

秋
保
温
泉
の
客
舎
に
草
す
。
） 

と
述
べ
て
い
る
（
注
６
）
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
佐
洞
巌
は
江
戸
中
期
の
書
画
家
佐
久

間
洞
巌
、
舟
万
年
は
江
戸
後
期
の
儒
学
者
舟
山
万
年
。
佐
々
木
中
沢
は
、
ま
ず
洞

巌
や
谷
文
晁
と
梅
関
の
松
島
図
の
特
徴
を
比
較
し
た
上
で
、
梅
関
の
実
力
が
一
番

高
い
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
彼
は
舟
山
万
年
の
『
松
島
志
』
を
引
き
、
改
め
て
梅

関
の
実
力
を
称
賛
し
て
い
た
。 

 

ま
た
、
詩
仏
の
松
島
紀
行
と
梅
関
に
つ
い
て
、
森
銑
三
は
「
菅
井
梅
関
」
の
中

で
、
明
治
の
漢
詩
人
館
森
袖
海
の
漢
文
「
菅
井
岳
伝
」
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う

に
書
き
下
し
文
を
書
い
て
い
る
（
注
７
）
。 

 
 

時
人
星
巌
の
詩
、
山
陽
の
文
を
以
て
岳
の
画
に
并
せ
て
、
称
し
て
天
下
の
三

絶
と
為
し
、
敢
へ
て
之
を
優
劣
す
る
な
し
。
其
の
江
戸
に
抵
る
や
、
大
窪
詩

仏
、
菊
池
五
山
、
市
河
米
庵
、
巻
菱
湖
、
愛
慕
す
る
こ
と
欣
欣
焉
た
り
。
詩

仏
、
五
山
と
菱
湖
と
に
謀
り
て
、
書
画
会
を
開
き
て
、
得
る
所
の
者
を
挙
げ

て
、
之
を
贈
る
。
岳
同
友
を
挈
げ
て
狭
邪
の
游
を
為
す
。
一
擲
皆
尽
く
。
詩

仏
又
書
画
会
を
設
け
て
、
為
め
に
帰
装
を
助
く
。
後
ち
詩
仏
の
仙
台
に
遊
ぶ

や
、
岳
其
の
徒
を
率
ゐ
て
、
誠
を
竭
し
て
接
遇
す
。
而
し
て
書
を
求
む
る
者

踵
し
て
至
り
、
揮
洒
虚
日
無
し
と
云
ふ
。
（
傍
線
筆
者
） 

 

岳
は
菅
井
梅
関
の
名
。
当
時
梅
関
の
画
は
、
梁
川
星
巌
の
詩
や
頼
山
陽
の
文
と

併
称
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
名
声
を
博
し
た
。
梅
関
は
江
戸
に
滞
在
し
た
と
き
、

大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
ら
と
と
も
に
、
書
画
会
を
開
催
し
た
り
遊
廓
に
遊
ん
だ
り

し
て
い
た
。
ま
た
、
後
年
梅
関
は
恩
返
し
の
形
で
、
仙
台
に
旅
行
す
る
詩
仏
を
招

待
し
た
。
こ
の
漢
文
の
傍
線
部
に
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
詩
の
後
半
の
主
旨
と
一

致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

●
第第
五五
首首  

（
５
ウ
） 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
６
オ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

松
島 

 
 

 
 

 
 

松
島 

怪
怪
奇
奇
更
怪
奇 

 

怪
怪
奇
奇 

更
に
怪
奇
た
り 

怪
奇
之
外
讚
無
辞 

 

怪
奇
の
外 

讚
す
る
に
辞
無
し 

鳳
翔
鸞
舞
松
同
態 

 

鳳
翔
鸞
舞 

松
は
態
を
同
じ
う
し 

虎
踞
竜
蟠
石
異
姿 

 

虎
踞
竜
蟠 

石
は
姿
を
異
に
す 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
奇
・
辞
・
姿
（
上
平
声
四
支
）
。 

【
語
釈
】 

○
松松
島島 

宮
城
県
中
部
、
松
島
湾
の
湾
岸
と
湾
内
二
六
〇
余
の
島
々
か
ら
成
る
景

勝
地
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
詩
題
は
「
松

島
舟
中
」
。
○
怪怪
怪怪
奇奇
奇奇 

普
通
と
は
異
な
っ
て
、
怪
し
く
不
思
議
な
こ
と
。
○
鳳鳳

翔翔
鸞鸞
舞舞 

四
字
熟
語
「
鸞
翔
鳳
集
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
。
鳳
と
鸞
が
飛
ん
で
集
ま

っ
て
い
る
こ
と
。
鳳
は
鳳
凰
、
鸞
は
鳳
凰
に
似
た
五
色
の
鳥
。
両
者
は
伝
説
上
の

霊
鳥
で
あ
り
、
才
能
を
も
つ
優
秀
な
人
物
に
譬
え
ら
れ
る
言
葉
。
こ
こ
で
は
、
松

の
姿
の
素
晴
ら
し
さ
を
譬
え
る
。
○
虎虎
踞踞
竜竜
蟠蟠 

四
字
熟
語
「
竜
蟠
虎
踞
」
と
同
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じ
意
味
。
竜
が
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
虎
が
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
、
あ
る
場
所
を
根
拠

地
と
し
て
威
勢
を
振
る
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
熟
語
を
も
っ
て
、
石
の
様
子

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。 

【
大
意
】 

 

松
島
の
風
景
は
な
ん
と
珍
し
い
こ
と
か
。「
怪
奇
」
以
外
の
語
を
も
っ
て
松
島
を

称
賛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
松
島
の
松
は
、
鳳
凰
が
飛
翔
し
て
鸞
が
舞
う
よ
う

な
か
た
ち
を
し
て
お
り
、
松
島
の
石
は
竜
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
虎
が
う
ず
く
ま
る

よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
。 

【
補
説
】 

本
詩
の
前
半
は
、「
怪
奇
」
の
語
を
繰
り
返
し
て
使
用
し
て
い
る
。
文
化
五
年
に

大
窪
詩
仏
ら
が
訓
点
を
施
し
た
『
楊
誠
斎
詩
鈔
』
に
、「
二
者
相
遭
兎
甌
面
、
怪
怪
、
、

奇
奇
、
、
真
善
幻
」（
二
者
相
ひ
遭
ふ 

兎
甌
の
面
、
怪
怪
奇
奇 

真
に
善
く
幻
し
）
と

あ
る
。
中
国
南
宋
の
大
詩
人
楊
誠
斎
の
詩
に
使
わ
れ
た
「
怪
怪
奇
奇
」
の
語
は
、

本
詩
の
表
現
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
詩
仏
と
楊
誠
斎
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

詩
仏
の
養
子
謙
は
『
二
島
遊
草
』
の
跋
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

家
君
常
謂
、
「
凡
遇
難
遇
之
景
、
言
難
言
之
景
、
非
倣
誠
斎
体

、
、
、
不
能
尽
為
」
。

〈
中
略
〉
松
島
之
景
、
予
所
欲
言
、
家
君
已
尽
之
。
或
疑
其
詩
之
奇
険
、
蓋

不
知
詩
者
也
。
（
傍
点
筆
者
） 

（
家
君
常
に
謂
く
、「
凡
そ
遇
ひ
が
た
き
の
景
に
遇
ひ
、
言
ひ
が
た
き
の
景
を

言
は
ば
、
誠
斎
体

、
、
、
に
倣
ふ
に
非
ざ
れ
ば
尽
し
為
す
こ
と
能
は
ず
」
と
。〈
中
略
〉

松
島
の
景
、
予
言
は
ん
と
欲
す
る
所
、
家
君
已
に
之
を
尽
く
す
。
或
は
其
の

詩
の
奇
険
を
疑
ふ
は
、
蓋
し
詩
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
） 

こ
こ
で
い
う
「
誠
斎
体
」
は
楊
誠
斎
の
詩
風
を
指
す
。
詩
仏
は
、
珍
し
い
か
つ

言
葉
で
描
き
に
く
い
風
景
を
見
る
な
ら
ば
、「
誠
斎
体
」
に
倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
詩
の
「
怪
奇
」
の
表
現
は
、
楊
誠
斎
か
ら
学

ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

●
第第
六六
首首 

 
 

 
 

（
６
オ
３
行
目
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
６
ウ
） 

 
 

（
７
オ
１
行
目
） 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

二 

人
云
八
百
八
松
島 

 

人
云
ふ 

八
百
八
の
松
島
あ
り
と 

棋
布
星
羅
金
碧
堆 

 

棋
布
星
羅 

金
碧
の
堆 

不
是
神
鼇
戴
山
去 

 

是
れ 

神
鼇
の
山
を
戴
い
て
去
る
に
あ
ら
ず 

雲
虚
蜃
気
吐
楼
来 

 

雲
虚
蜃
気 

楼
を
吐
い
て
来
た
る 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
堆
・
来
（
上
平
声
十
灰
、
踏
落
し
）
。 

【
語
釈
】 

○
二二 

第
五
首
の
詩
の
其
の
二
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年

刊
）
未
収
録
。
○
八八
百百
八八
松松
島島 

宮
城
県
北
東
部
の
松
島
湾
内
外
に
あ
る
約
二
百

六
十
の
島
の
こ
と
。
八
百
八
は
物
の
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
語
。
○
棋棋
布布
星星
羅羅 

四

字
熟
語
「
星
羅
棋
布
」
と
同
じ
意
味
。
多
く
の
も
の
が
並
ん
だ
り
、
散
ら
ば
っ
た

り
し
て
い
る
さ
ま
。
棋
布
は
碁
石
の
よ
う
に
並
ぶ
こ
と
。
星
羅
は
星
の
よ
う
に
連

な
る
こ
と
。
○
金金
碧碧
堆堆 
金
色
と
青
緑
色
の
島
が
集
ま
る
こ
と
。
○
神神
鼇鼇 

霊
亀
。

－35－



は
夏
の
夜
の
娯
楽
の
一
つ
で
あ
り
、
正
月
の
飾
り
物
で
も
あ
る
。 

ま
た
、
詩
仏
と
親
交
が
あ
っ
た
梁
川
星
巌
ら
が
校
注
し
た
『
三
家
詠
物
詩
』（
清
・

賀
光
烈
原
選
、
一
巻
一
冊
、
文
政
八
年
刊
）
に
、
元
代
の
詩
人
謝
宗
可
の
七
言
律

詩
「
走
馬
燈
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

●
第第
八八
首首  

（
８
オ
） 

 
 
 
 
 

 
 

（
８
ウ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

扇
渓 

 
 
 

 
 
 

扇
渓 

雨
山
缺
処
望
滄
海 

 

雨
山
の
缺
処 

滄
海
を
望
め
ば 

島
嶼
渾
如
浴
水
鳧 

 

島
嶼 

渾す
べ

て
水
を
浴
ぶ
る
鳧
の
如
し 

不
識
誰
持
并
刀
快 

 

識
ら
ず 

誰
か
并
刀
の

快
す
る
ど

き
を
持
ち
て 

翦
成
摺
扇
展
来
図 

 

翦
り
て
摺
扇
と
成
し
図
を
展の

べ
来
た
る
を 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
鳧
、
図
（
上
平
声
七
虞
、
踏
落
し
）
。 

【
語
釈
】 

○
扇扇
渓渓 

松
島
湾
の
入
り
江
が
扇
の
形
に
見
ら
れ
る
名
勝
地
。
松
島
四
大
観
の
一

つ
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
○
雨雨
山山 

松
島

湾
の
あ
た
り
の
山
。
〇
缺缺
処処 

切
り
立
っ
た
と
こ
ろ
。
○
滄滄
海海 

松
島
湾
の
こ
と
。

○
島島
嶼嶼 

松
島
湾
に
あ
る
約
二
百
六
十
の
島
。
○
鳧鳧 

島
に
譬
え
ら
れ
る
語
。
○

并并
刀刀 

并
州
製
の
は
さ
み
。
并
州
の
名
物
。
并
州
は
現
中
国
山
西
省
太
原
市
。
○

摺摺
扇扇 

折
り
畳
む
こ
と
が
で
き
る
扇
。
檜
扇
と
蝙
蝠
扇
の
二
種
類
が
あ
る
。 

【
大
意
】 

 

雨
山
の
切
り
立
っ
た
と
こ
ろ
で
松
島
湾
を
眺
め
る
と
、
島
々
は
ま
る
で
水
を
浴

び
る
鴨
の
よ
う
に
青
々
と
し
て
い
る
。
知
ら
な
か
っ
た
。
誰
が
并
州
の
鋭
い
は
さ

み
で
、
入
り
江
を
切
り
出
し
て
、
摺
扇
の
形
の
名
勝
地
を
作
っ
た
の
か
を
。 

【
補
説
】 

鈴
木
省
三
は
『
解
訳
塩
松
勝
譜
』
の
「
解
題
」
の
中
で
、
江
戸
後
期
の
紀
行
詩

文
集
『
塩
松
勝
譜
』
（
舟
山
万
年
著
、
一
巻
一
冊
、
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
成
）

に
書
か
れ
た
「
松
島
の
四
大
観
」
に
つ
い
て
、
「
（
舟
山
万
年
、
筆
者
注
）
親
ら
八

百
余
洲
を
実
践
し
、
一
々
之
を
記
し
且
図
し
て
、
全
部
二
十
一
巻
と
な
せ
り
。
而

し
て
松
島
の
四
大
観
を
定
む
。
曰
く
、
扇
渓
の
幽
観
。
曰
く
、
富
山
の
麗
観
。
曰

く
、
大
高
峰
の
雄
観
。
曰
く
、
多
門
山
の
偉
観
。
是
な
り
。
蓋
万
年
此
大
著
述
を

な
す
に
当
り
。
塩
松
間
を
歴
観
す
る
前
後
百
回
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
其
志
の
厚
き
実

に
塩
松
の
真
知
己
と
い
ふ
べ
し
」
と
ま
と
め
て
い
る
（
注
８
）
。
本
詩
に
詠
ま
れ
る
扇

渓
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

つ
ぎ
に
、
摺
扇
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
摺
扇
は
折
り
畳
む
扇
で
、
檜
扇
と
蝙
蝠

扇
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。『
宋
史
』「
日
本
伝
」
に
お
い
て
は
、「
其
本
国

永
延
二
年
歳
次
戊
子
二
月
八
日
、
実
端
拱
元
年
也
。
又
別
啓
貢
仏
経
〈
中
略
〉
納

檜
扇
二
十
枚
、
蝙
蝠
扇
二
枚
」（
其
の
本
国
の
永
延
二
年
歳
次
戊
子
二
月
八
日
、
実

に
端
拱
元
年
な
り
。
又
た
別
啓
も
て
仏
経
を
貢
し
〈
中
略
〉
檜
扇
二
十
枚
、
蝙
蝠

扇
二
枚
を
納
む
）
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
平
安
時
代
の
永
延
二
年
（
九
八
八
）
、

中
国
の
皇
帝
に
日
本
の
特
産
品
で
あ
る
檜
扇
と
蝙
蝠
扇
が
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
見
る
と
、
摺
扇
は
平
安
時
代
に
は
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

一
方
で
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
二
十
六
「
扇
」
の
項
目
に
、
「
五
雑
俎
云
、
元

以
前
多
用
団
扇
、
絹
素
為
之
、
未
有
摺
者
。
大
明
始
用
摺
扇
、
出
入
懐
袖
、
殊
便
」

鼇
は
大
き
な
亀
。
○
神神
鼇鼇
戴戴
山山 

『
列
子
・
湯
問
篇
』
に
、
渤
海
の
東
、
鼇
の
背

に
神
仙
が
住
む
海
中
の
五
山
を
載
せ
る
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
五
山
は
岱
輿
・

員
嶠
・
方
壺
・
瀛
州
・
蓬
莱
。
○
蜃蜃
気気
吐吐
楼楼 

蜃
気
楼
は
昔
の
中
国
で
、
蜃
（
大

ハ
マ
グ
リ
）
が
気
を
吐
い
て
楼
閣
を
描
く
と
考
え
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
。 

【
大
意
】 

人
が
言
う
。「
松
島
湾
に
は
八
百
八
の
島
が
あ
る
」
と
。
そ
れ
ら
の
島
は
碁
石
と

星
の
よ
う
に
並
ん
で
お
り
、
黄
金
と
碧
玉
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

松
島
の
風
景
は
、
霊
亀
が
背
中
に
乗
せ
て
移
動
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
大
ハ
マ

グ
リ
が
気
を
吐
い
て
楼
閣
を
描
い
て
い
る
の
だ
。 

【
補
説
】 

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
、
江
戸
後
期
の
医
者
橘
南
谿
が
刊
行
し
た
『
東
西
遊
記
・

東
遊
記
続
編
』
（
五
巻
五
冊
）
に
、
「
此
寺
（
富
春
山
大
仰
寺
、
筆
者
注
）
の
書
院

の
庭
よ
り
東
南
の
方
を
見
れ
ば
、
松
島
の
全
景
一
望
の
中
に
備
る
。
大
抵
東
西
弐

三
里
に
南
北
六
七
里
計
り
と
も
見
え
て
、
八、
百
八
島

、
、
、
連
れ
る
風
景
、
絵
に
書
け
る

西
湖
の
図
に
甚
だ
似
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寛
政
頃
に
は
す

で
に
「
八
百
八
島
」
の
言
い
方
は
存
在
し
て
い
た
。 

 

●
第第
七七
首首 

（
７
オ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 
 

 
 

 

（
７
ウ
） 

 
 

三 
 
 

 
 

 
 
 

三 

奇
石
怪
巌
廻
櫂
行 
 

奇
石
怪
巌 

櫂
を
廻
ら
せ
て
行
く 

筆
人
来
此
費
吟
思評 

 

筆
人
此
に
来
た
り
て 

吟
思
を
費
や
す 

猶
如
走
馬
燈
中
影 

 

猶
ほ
走
馬
燈
中
の
影
の
如
し 

一
島
纔
過
一
島
生 

 

一
島
を
纔
か
に
過
ぐ
れ
ば 

一
島
を
生
ず 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
行
・
生
（
下
平
声
八
庚
）
。 

【
語
釈
】 

○
三三 

第
五
首
の
詩
の
其
の
三
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年

刊
）
未
収
録
。
○
奇奇
石石
怪怪
巌巌 

珍
し
い
形
を
し
た
岩
。
○
筆筆
人人 

筆
を
使
う
人
。

詩
文
を
職
業
と
す
る
人
。
○
吟吟
思思 

詩
歌
な
ど
を
吟
じ
て
、
そ
の
趣
を
あ
じ
わ
う

こ
と
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
押
韻
し
て
い
な
い
の
は
不
審
。
「
思
」
の
右
側
の
「
評
」

は
候
補
案
。「
評
」
の
方
が
韻
字
と
し
て
は
正
し
い
。
○
走走
馬馬
燈燈 

回
り
灯
籠
。
中

国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
。
江
戸
中
期
に
登
場
し
た
夏
の
夜
の
娯
楽
。
風
車
や
炎
に

よ
る
空
気
の
対
流
作
用
で
回
る
影
絵
の
紙
灯
籠
。 

【
大
意
】 

 

目
の
前
の
珍
し
い
岩
を
見
な
が
ら
、
櫂
を
使
っ
て
舟
を
進
ま
せ
て
い
く
。
詩
人

は
松
島
に
や
っ
て
来
て
、
詩
を
吟
味
し
て
い
る
。
多
く
の
島
々
は
ま
る
で
回
り
灯

籠
の
影
の
よ
う
だ
。
一
つ
の
島
を
よ
う
や
く
通
り
過
ぎ
た
と
思
え
ば
、
ま
た
新
し

い
島
が
見
え
て
き
た
。 

【
補
説
】 

 
伊
藤
東
涯
が
編
ん
だ
『
名
物
六
帖
』（
正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉
序
）
に
「
正
月

上
日
、
作
燈
市
。
採
松
葉
結
棚
、
于
通
衢
下
綴
華
燈
、
有
諸
品
。
其
懸
紙
人
馬
於

中
、
以
火
運
之
、
曰
走
馬
燈
」（
正
月
上
日
、
燈
市
を
作
る
。
松
葉
を
採
り
て
通
衢

に
棚
を
結
び
、
下
に
華
燈
を
綴
り
て
諸
品
あ
り
。
其
の
紙
の
人
馬
を
懸
り
、
中
に

火
を
以
て
之
を
運
ら
す
。
走
馬
燈
と
曰
ふ
）
と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
走
馬
燈

－36－



は
夏
の
夜
の
娯
楽
の
一
つ
で
あ
り
、
正
月
の
飾
り
物
で
も
あ
る
。 

ま
た
、
詩
仏
と
親
交
が
あ
っ
た
梁
川
星
巌
ら
が
校
注
し
た
『
三
家
詠
物
詩
』（
清
・

賀
光
烈
原
選
、
一
巻
一
冊
、
文
政
八
年
刊
）
に
、
元
代
の
詩
人
謝
宗
可
の
七
言
律

詩
「
走
馬
燈
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

●
第第
八八
首首  

（
８
オ
） 

 
 
 
 
 

 
 

（
８
ウ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

扇
渓 

 
 
 

 
 
 

扇
渓 

雨
山
缺
処
望
滄
海 

 

雨
山
の
缺
処 

滄
海
を
望
め
ば 

島
嶼
渾
如
浴
水
鳧 

 

島
嶼 

渾す
べ

て
水
を
浴
ぶ
る
鳧
の
如
し 

不
識
誰
持
并
刀
快 

 

識
ら
ず 

誰
か
并
刀
の

快
す
る
ど

き
を
持
ち
て 

翦
成
摺
扇
展
来
図 

 

翦
り
て
摺
扇
と
成
し
図
を
展の

べ
来
た
る
を 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
鳧
、
図
（
上
平
声
七
虞
、
踏
落
し
）
。 

【
語
釈
】 

○
扇扇
渓渓 

松
島
湾
の
入
り
江
が
扇
の
形
に
見
ら
れ
る
名
勝
地
。
松
島
四
大
観
の
一

つ
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
○
雨雨
山山 

松
島

湾
の
あ
た
り
の
山
。
〇
缺缺
処処 

切
り
立
っ
た
と
こ
ろ
。
○
滄滄
海海 

松
島
湾
の
こ
と
。

○
島島
嶼嶼 

松
島
湾
に
あ
る
約
二
百
六
十
の
島
。
○
鳧鳧 

島
に
譬
え
ら
れ
る
語
。
○

并并
刀刀 

并
州
製
の
は
さ
み
。
并
州
の
名
物
。
并
州
は
現
中
国
山
西
省
太
原
市
。
○

摺摺
扇扇 

折
り
畳
む
こ
と
が
で
き
る
扇
。
檜
扇
と
蝙
蝠
扇
の
二
種
類
が
あ
る
。 

【
大
意
】 

 

雨
山
の
切
り
立
っ
た
と
こ
ろ
で
松
島
湾
を
眺
め
る
と
、
島
々
は
ま
る
で
水
を
浴

び
る
鴨
の
よ
う
に
青
々
と
し
て
い
る
。
知
ら
な
か
っ
た
。
誰
が
并
州
の
鋭
い
は
さ

み
で
、
入
り
江
を
切
り
出
し
て
、
摺
扇
の
形
の
名
勝
地
を
作
っ
た
の
か
を
。 

【
補
説
】 

鈴
木
省
三
は
『
解
訳
塩
松
勝
譜
』
の
「
解
題
」
の
中
で
、
江
戸
後
期
の
紀
行
詩

文
集
『
塩
松
勝
譜
』
（
舟
山
万
年
著
、
一
巻
一
冊
、
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
成
）

に
書
か
れ
た
「
松
島
の
四
大
観
」
に
つ
い
て
、
「
（
舟
山
万
年
、
筆
者
注
）
親
ら
八

百
余
洲
を
実
践
し
、
一
々
之
を
記
し
且
図
し
て
、
全
部
二
十
一
巻
と
な
せ
り
。
而

し
て
松
島
の
四
大
観
を
定
む
。
曰
く
、
扇
渓
の
幽
観
。
曰
く
、
富
山
の
麗
観
。
曰

く
、
大
高
峰
の
雄
観
。
曰
く
、
多
門
山
の
偉
観
。
是
な
り
。
蓋
万
年
此
大
著
述
を

な
す
に
当
り
。
塩
松
間
を
歴
観
す
る
前
後
百
回
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
其
志
の
厚
き
実

に
塩
松
の
真
知
己
と
い
ふ
べ
し
」
と
ま
と
め
て
い
る
（
注
８
）
。
本
詩
に
詠
ま
れ
る
扇

渓
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

つ
ぎ
に
、
摺
扇
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
摺
扇
は
折
り
畳
む
扇
で
、
檜
扇
と
蝙
蝠

扇
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。『
宋
史
』「
日
本
伝
」
に
お
い
て
は
、「
其
本
国

永
延
二
年
歳
次
戊
子
二
月
八
日
、
実
端
拱
元
年
也
。
又
別
啓
貢
仏
経
〈
中
略
〉
納

檜
扇
二
十
枚
、
蝙
蝠
扇
二
枚
」（
其
の
本
国
の
永
延
二
年
歳
次
戊
子
二
月
八
日
、
実

に
端
拱
元
年
な
り
。
又
た
別
啓
も
て
仏
経
を
貢
し
〈
中
略
〉
檜
扇
二
十
枚
、
蝙
蝠

扇
二
枚
を
納
む
）
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
平
安
時
代
の
永
延
二
年
（
九
八
八
）
、

中
国
の
皇
帝
に
日
本
の
特
産
品
で
あ
る
檜
扇
と
蝙
蝠
扇
が
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
見
る
と
、
摺
扇
は
平
安
時
代
に
は
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

一
方
で
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
二
十
六
「
扇
」
の
項
目
に
、
「
五
雑
俎
云
、
元

以
前
多
用
団
扇
、
絹
素
為
之
、
未
有
摺
者
。
大
明
始
用
摺
扇
、
出
入
懐
袖
、
殊
便
」
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（
２
）
揖
斐
高
「
詩
人
の
遊
歴
」（『
江
戸
の
詩
壇
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム―

「
五
山
堂
詩
話
」
の

世
界―

』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
九
七
頁
。 

（
３
）
前
掲
注
（
２
）
に
同
じ
、
七
八
頁
。 

（
４
）
大
森
林
造
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』（
梓
書
房
、
一
九
九
八
年
）
二
七
八
頁
。 

（
５
）
揖
斐
高
「
大
窪
詩
仏
年
譜
」（
『
市
河
寛
斎 

大
窪
詩
仏
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
三

八
七
頁
。 

（
６
）
鈴
木
省
三
編
『
仙
台
叢
書
』
第
四
巻
（
仙
台
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
）
九
七
頁
。 

（
７
）
森
銑
三
「
菅
井
梅
関
」（
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）
四

八
二
頁
。 

（
８
）
鈴
木
省
三
編
『
仙
台
叢
書
・
別
集
』
第
四
巻
（
仙
台
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）
二
頁
。 

（
９
）『
松
尾
芭
蕉
集
』
第
二
巻
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
第
七
一
巻
、
小
学
館
、
一
九
九

七
年
）
九
七
頁
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）  

付付
記記 

序
文
の
翻
字
と
訓
読
に
つ
い
て
、
御
批
正
を
賜
り
ま
し
た
池
澤
一
郎
先
生

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
研
究
は
、JST

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ムJPM

JSP2136

の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

（
お
う 

じ
き
ょ
う
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 

（
『
五
雑
俎
』
に
云
く
、
「
元
の
以
前
、
多
く
団
扇
を
用
ひ
、
絹
素
を
之
と
為
し
、

未
だ
摺
む
も
の
有
ら
ず
。
大
明
よ
り
始
て
摺
扇
を
用
ひ
、
懐
袖
に
出
入
し
て
、
殊

に
便
な
り
」
と
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
摺
扇
は
明
代
に
な
っ

て
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。 

 

●
第第
九九
首首 

（
８
ウ
３
行
目
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
９
オ
） 

 
 

（
９
ウ
１
行
目
） 

 

富
山 

 
 
 

 
 
 

富
山 

剜
崖
削
石
路
纔
通 

 

崖
を
剜え

ぐ

り
石
を
削
り
て 

路
纔
か
に
通
る 

密
樹
林
中
古
梵
宮 

 

密
樹
の
林
中 

古
梵
宮
あ
り 

喚
作
富
山
豈
山
富 
 

富
山
と
喚
び
作
す
も 

豈
に
山
の
富
む
こ
と
あ
ら
ん
や 

千
松
島
在
一
眸
中 

 

千
松
島
在
り 

一
眸
の
中 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
通
・
宮
・
中
（
上
平
声
一
東
）
。 

【
語
釈
】 

○
富富
山山 

宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
に
あ
る
丘
。
松
島
四
大
観
の
一
つ
。『
詩
聖
堂
詩

集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
所
収
。
詩
題
は
本
詩
と
同
じ
「
富
山
」
。

○
梵梵
宮宮 

仏
教
の
寺
院
。
○
千千
松松
島島 

松
島
湾
の
名
所
。
渡
月
橋
で
陸
と
繋
が
っ

て
い
る
。
雄
島
・
小
島
・
御
島
と
も
書
く
。 

【
大
意
】 

 

 

崖
を
え
ぐ
り
石
を
削
っ
て
、
よ
う
や
っ
と
道
が
開
か
れ
、
木
が
生
い
茂
る
林
の

中
に
昔
の
お
寺
が
あ
る
。
こ
の
山
は
富
山
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
、
ど
う
し
て
山
が

裕
福
だ
な
ん
て
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
さ
て
こ
の
富
山
か
ら
松
島
湾
を
眺
め
る
と
、

雄
島
の
風
景
が
目
に
入
っ
た
。 

【
補
説
】 

 

松
尾
芭
蕉
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
、 

雄
嶋
が
磯
は
地
つ
ゞ
き
て
、
海
に
成
出
た
る
嶋
也
。
雲
居
禅
師
の
別
室
の
跡
、

坐
禅
石
な
ど
有
。
将
松
の
木
陰
に
世
を
い
と
ふ
人
も
稀

〱
見
え
侍
り
て
、

落
ぼ
・
松
笠
な
ど
打
煙
た
る
草
の
庵
閑
に
住
な
し
、
い
か
な
る
人
と
は
し
ら

れ
ず
な
が
ら
、
先
な
つ
か
し
く
立
寄
ほ
ど
に
、
月
海
に
移
り
て
、
昼
の
な
が

め
又
あ
ら
た
む
。
江
上
に
帰
り
て
宿
を
求
れ
ば
、
窓
を
開
二
階
を
作
て
、
風

雲
の
中
に
旅
寐
す
る
こ
そ
、
あ
や
し
き
ま
で
妙
な
る
心
地
は
せ
ら
る
れ
。 

と
書
い
て
い
る
（
注
９
）
。
こ
こ
の
「
雄
嶋
」
は
本
詩
に
詠
ま
れ
た
「
千
松
島
」
の
通

称
で
あ
る
た
め
、
雄
島
に
関
す
る
芭
蕉
の
俳
文
を
参
照
す
る
と
、
本
詩
に
描
か
れ

る
よ
う
な
千
松
島
の
風
景
を
想
像
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

注注  

  

（
１
）
藤
冨
史
花
「
江
湖
詩
社
詩
人
の
詩
文
に
見
る
〈
窮
者
而
後
工
〉
の
受
容
と
理
解
」（『
和
漢

比
較
文
学
』
第
六
二
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
四
九
頁
。 
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（
２
）
揖
斐
高
「
詩
人
の
遊
歴
」（『
江
戸
の
詩
壇
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム―

「
五
山
堂
詩
話
」
の

世
界―

』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
九
七
頁
。 

（
３
）
前
掲
注
（
２
）
に
同
じ
、
七
八
頁
。 

（
４
）
大
森
林
造
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』（
梓
書
房
、
一
九
九
八
年
）
二
七
八
頁
。 

（
５
）
揖
斐
高
「
大
窪
詩
仏
年
譜
」（
『
市
河
寛
斎 

大
窪
詩
仏
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
三

八
七
頁
。 

（
６
）
鈴
木
省
三
編
『
仙
台
叢
書
』
第
四
巻
（
仙
台
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
）
九
七
頁
。 

（
７
）
森
銑
三
「
菅
井
梅
関
」（
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）
四

八
二
頁
。 

（
８
）
鈴
木
省
三
編
『
仙
台
叢
書
・
別
集
』
第
四
巻
（
仙
台
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）
二
頁
。 

（
９
）『
松
尾
芭
蕉
集
』
第
二
巻
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
第
七
一
巻
、
小
学
館
、
一
九
九

七
年
）
九
七
頁
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）  

付付
記記 

序
文
の
翻
字
と
訓
読
に
つ
い
て
、
御
批
正
を
賜
り
ま
し
た
池
澤
一
郎
先
生

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
研
究
は
、JST

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ムJPM

JSP2136

の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

（
お
う 

じ
き
ょ
う
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 
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